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■お仏壇のご用意のご検討
■法名軸・過去帳のご用意
■カタログでのご検討
■ご来店でのご検討・ご相談
■お位牌のご用意

■お仏壇をお持ちでない方　■お仏壇をお持ちの方

■お仏壇の点検
■お位牌のご用意

■五七日に合わせての
　お仏壇のお掃除　
　お仏壇・お仏具のお掃除の
　お伝いも致します

■六七日前後にはお仏壇の納品

■■この頃までに四十九日法要の案内を行います
■■この頃までにお寺様に過去帳への
　　戒名・法名書込の依頼

お仏壇は製品によって
納品日時が必要な場合もあり
その場合には百ヵ日
初盆、一周忌などを目安にします

　

け
明
忌

け
明
喪

■遅くとも初盆までには
　お仏壇をご安置します

■お仏壇の点検の時期です

■■お仏壇の点検の時期です
場合にはよっては買い換えの時期となります

■■お仏壇の点検の時期です
　　場合にはよっては買い換えの時期となります

■■お仏壇の点検の時期です
場合にはよっては買い換えの時期となります

一般に弔い上げと呼ばれます

■■盆提灯を揃えます
■■お盆飾りを用意します
■■初盆法要のご案内は、少なくとも一月前までに

仏教の法要は祥月命日の当日
当日が無理な場合には
それ以前に行うのがよいとされます

■お仏壇をお持ちでない方 ■お仏壇をお持ちの方

故人の法要日とご先祖様の法要日が近い場合には、
合わせて法要を行うこともできます
このような法要を併修（へいしゅ）と言います

冥界の王
十三仏・本地仏

しょこうおう
初江王

初江王

しゃかにょらい

そうていおう
宋帝王

もんじゅぼさつ

ごかんおう
五官王

ふげんぼさつ

えんまおう
閻魔王

じぞうぼさつ

へんじょうおう
変成王

みろくぼさつ

たいざんおう
太山王

やくしにょらい
薬師如来

観音菩薩

弥勒菩薩

びょうどうおう
平等王

かんのんぼさつ

しんこうおう
秦広王

ふどうみょうおう
不動明王

釈迦如来

文殊菩薩

普賢菩薩

地蔵菩薩

■■白木位牌から本位牌に　本位牌の開眼供養
■ご本尊の開眼供養

中
忌

中
喪

中
喪

ごどうてんりんおう
五道転輪王
あみだにょらい
阿弥陀如来

としおう
都市王

せいしぼさつ

れんじょうおう
蓮上王

あしゅくにょらい
阿閦如来

ばっくおう
抜苦王

だいにちにょらい
大日如来

勢至菩薩

虚空蔵菩薩

じおんおう
慈恩王

こくぞうぼさつ

■お仏壇の点検の時期です

■お仏壇の点検の時期です

初七日

二七日 
にひちにち・ふたなぬか

葬儀告別式
僧侶へのお礼とご挨拶
葬儀告別式でお世話になった
方々へお礼とご挨拶

閻魔王のお裁きがあるため
特に懇ろに法要を営みます

法要が三ヶ月にわたる場合
この日を以て忌明けとする
こともあります

忌明け法要を営む
祭壇を片付ける　
納骨、神棚封じを解きます　

この法要は卒哭忌とも呼ばれ
古来、泣くことをやめる時期
とされてきました

しょなぬか

三七日 
さんひちにち・みなぬか

四七日 
しひちにち・よなぬか

五七日 
ごひちにち・ごなぬか

六七日 
ろくひちにち・むなぬか

四十九日・七七日 
しじゅうくにち・ひちひちにち

7 日目

ご逝去

百ヵ日
ひゃっかにち

14 日目

21日目

28 日目

35 日目

42 日目

49 日目

100 日目

一周忌
いっしゅうき

満 1 年目

七回忌
ななかいき

満 6 年目

十三回忌
じゅうさんかいき

満 12 年目

十七回忌
じゅうななかいき

二十七回忌
にじゅうななかいき

三十三回忌
さんじゅうさんかいき

五十回忌
ごじゅっかいき

故人が亡くなり、12ヶ月と1日目
つまり1年目に入った初日が小祥忌です
古くは小祥忌と呼ばれて来ました

二十三回忌
二十五回忌

三十五回忌
三十七回忌
四十七回忌

満 16 年目

満 26 年目

満 32 年目

満 49 年目
百回忌

初盆
はつぼん

一周忌を迎える前に必ず来るのが
初盆です
初盆はお盆の中でも特に大切です

古くは大祥忌と呼ばれて来ました
故人が亡くなり、24ヶ月と1日目
つまり3年目に入った初日が大祥忌です

三回忌
さんかいき

満 2 年目

故人の死んだ月日と同じ月日を祥月命日（しょう
つきめいにち）、月ごとの命日を月命日（つきめ
いにち）と言います

法要・法事の流れ一覧表
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